






















な科学雑誌「ナショナル・ジオグラフィック National Geographic」（第 141巻第 5号、1972年）に紹
介されたことはご存知だろうか。1971年の春と秋、記者のウィリアム・グレイヴスWilliam 
Gravesと、写真家のジェイムズ・L・スタンフィールド James L Stanfi eldが二神島に滞在し、島の










































































（なお、講座の様子は 2017年 12月 27日付け『愛媛新聞』にも掲載された。）
ながら特定の地域をフィールドに調査・研究を
進めてゆく、創設者渋沢敬三以来のスタイルに
あると思う。学際的研究の重要性が声高に唱え
られるのとは裏腹に、昨今の各学問分野の研究
状況からは学問間の領域を越境することは次第
に容易でなくなりつつあり、常民研の共同研究
においても、その課題の克服が一朝一夕にすま
ない深刻な問題であることに変わりはない。そ
うした中で、あしかけ 40年近くにわたって、
二神島という小さな島を舞台に先人たちによっ
て積み重ねられてきた調査・研究は、歴史・民
